
プロ ヅェ クトメーキンバ 失敗の法則 
  仮首活版プロジェクトメーキンクの 失敗・ 7 つの法則 

｜ 

①
②
③
 

WG をたくさん作り、 を部門取りあ え す 公平に 睦如 し、 部門関係者 
優位となる。 

WG が意思決定機関と 思い、 芸裏 すれば全て実施してもらえると 
勘違いする。 

WG 接加のメ ・ ノ /¥. 一 はただ単に各部の 利益代表で・ 粗糖全体を考え ろ 
れない。 

④
 

 
 @ T 化のリーダーに 、 病院 組 篆の分かる人ではなく・ l 丁が得意な人 

を 選んでしまう、 

組窩 全体の BPFU に関わる問題はなるべく 進け 、 現状温存の計画を 

    l なる。     珪 。 

Allヽightsヽeserved ， CopyrlgMo｀ ， Asonuma%UHW・ ，   

システム 尊 人は上流工程が 命 

BSC 手法を採用 : 電子カルテシステム 導入の目標 昔車 ・効果分析として 
BSC ( BalancedSco Ⅰ eecard ハ " ランスト・スニアカ - ト ")     

@ 毎   
A Ⅱ R 目し lh@sReserVed.CoDY 「 ightoM.AsonumaQlUHW2005 Ⅱ 
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ヘツタ 。 一 選定 の ポイント & 視点，     

    ポイント l チェックポイント と 選定の視点、 ｜   
①コストパフォーマンス 珪 月村要求 仕横 充足 度を ジックリ 秤価 。 ま求に対する 回音菩を求 

め・実施可能・ 不可能の双提条件を 確卑し 棚 得する。 ｜ 

  

②担当 SE リーダの 寅丘 システム 開 尭は人で決まると 言っても過言ではない。 毒手に来る 
SE ではなく、 担当する SE ノプロ、 ン，ェ クトリーダの 寅 貫を吟味。 

③ベンダ一の 叫 人糞 簾 導入 先 の 実描 冊立 が 重要。 課題を亜理する 必 Ⅰあ り。 そして そ の 
弗 虹の原因が病院使なのか、 ベンダー 冊 なのかをよく 毘詩 ． 

④ 窩車 仏意 畝と 対席 度 、 標準化がシステムの 価値を上げる。 
レ セミ 集 マスタ、 l CD 一 l 0 標準病名マスタ ， xM Ⅰ， D l C 

オータ ， SOAP. グ仁 力 ん ;¥ ス， 

AlR り rhtsReserved.Cocyr ㎏ h 栂 M.AsonumaQ@HW2005@7 

BSCag@SteDl:  百， の 

社会的責任の 視点 

Ail@Rights@Reserved ， Copyriaht@@M ・ Asonuma%UHW@2005@,g 



 
 

  

 
 

BSC 構築 Step2: 

患者 清足度 ・ QOL の向上 

俺桂 ・福祉 と医荻 の 連窩 珪化 
医瞭 片枝の透明 桂 確保・ ， ・ 寄 々  

SSl@s 鵬 
戦略マップ 

の 作成 

  
疾病 別 ．個人別原価音也の 宙圧 

席珪 会計準則に基づく 財は 対応 
忌柱 朋篭脅荻加俺 取得‥‥昔々 

K
 

クリ : かけて ス 導入，標準化推進 
蝸串も憶 m 力 向上 ( 后床 ・手術 室 
珪硅甘珪巨届 ( 末年金，レセ 返戻 ) 
情報共有 ( カルテ． 軽宮 目標 ) 等々 

人材確保・育成案策定・ 実技 
珪見 満足店向上帝策定，実施 
韻珪 風土改革・ 各 空見 会 実施 

Al! 

KP l の設定 
P @ のウェイト付け 

の
 

間
 

視
点
 

P
@
8
 

関
連
づ
け
 

K
 

告
 

別
 

野
定
 

金
鼓
 

 
 部

門
 
K
P
 

各
 

R 拍拉 s Reserved.Cooyr 向田 

～   

0@M ， Asomima@IUHW@200   

  
BSC 構築 SteD3: 戦略 マップの組立 

  

All@Rights@Reserved ， Copyri   hT@@M ， ASonuma@IUHW@2005@,n 
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S B C 構築 SteD4:KP l 8 目標値設定 

  
  

KP@ 定の視点 ( ボ ソディケ 吋群 ) 

  車肴の №Ⅱ v 町を示す 俺 
  市有の Condlt@on を示す 韓 
  圧考 にならない佳良 ( 本清 足 ) を 
示す 耳 

K  P  @ の傍 
  杖 " 、 下位 """" 。 " 
  " づ舶 Ⅰ " じ車 。 。 "' 
  在お ヰ D とⅠ 4 株 笘 
  垢 Ⅰ 卸仮ワ ftlk" Ⅱ ヰ 
  柑 耳底 セ 。 。 。 """ 。 "' 。 "" 
  。 り ' 適 "" ス Ⅰ 舌牢 
  村田 " 。 采俺 ．ム田 " 
  "' 。 。 """"" 。 

備 考 
  " 圭拙 足ま。 Ⅰ。 定 "" 蜂 
  蝸佳 年ヰ 帝 ' 甲 。 " 。 " 
  

ス
テ
ム
の
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を
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祐
目
 

セ
弗
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Ⅰ
 牽
 E
 

プ
宙
宙
 

も
苦
営
 

港
申
健
 

 
 

  クリテゆ封以下 宙甘 ・ 申免甘 
  "" 。 " 捧 """ 。 。 " 。 """" 推 
Ⅰ j 

 
 

扶
碍
 

・
Ⅰ
 
偉
 

推
も
臣
 

の
 。
 
Ⅱ
 
ワ
 

-
 

 
 

 
 

 
 

アウト； 

 
 

 
 

 
 

軸
 
神
棚
。
・
 

人
日
 

Ⅱ
 
Ⅰ
 

時
 侍
 
ち
 

 
 

 
 

 
 

ほド 
  一 Ⅰ当り 億且巨 六手億件 臣抽廿 モ 0 億   

  Pe 笘 Re Ⅵ叩の娃 与 せ % 養括接       
  クリテめれ 収姉 正目先 臣 

    
A Ⅱ R ㎏ htsReserVed.Copy 「は 砧 @ ⑥ M.AsonumaQ@HW2005.l 

坦三構築 SteD5 アクションプラン 策定の 

：
ダ
ダ
五
 

%
 

 
 

視
点
の
 K
P
l
 
.
 目
標
 

アクションフランの 策定 & 評価 (EBS) 

BPR 
運用フロー適正化 

診僚 斜体系改変 

収益構造の改変 

CP& 診療情報管理 

PR  Ⅱ 

ブ ラ リ イシーマーク 

外部・第三者評価 

情報管理 & 開示 
収益シュミ リうョン 

E PR( 色子 加庁 ) 
運用設計 

標準化対応 

マ
ス
タ
整
備
 

 
 
 
 
 
 

->ZTA<bl@Jl' 
オーダリング + 部門 
竜子カルテシステム 
地糠 ネットワーク 

。 M""" 速 "" 
情報共有環境整備 

"""" 蕊 - 
ClT インパクトのスコア 化の研究 ) 

A Ⅱ R 目 htsReserved.CoDy Ⅱ QOh ⑯ M.Asomima 則 UIHW  2005 
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BSC 構築 SteD5: アクションブラン 策定② 

アクションプランマップ 組立 (EBS): 電子カルテスコアカードの 肝 ; 
いつ，Ⅸ ふヱ ニツでⅠ て ， ナは ， 允 ⅠⅠ ミ互 ， _. こ二 ． ぬ ぼこ & で Ⅰ -, ㌔ x,, が さ Ⅰ㌦Ⅲ %,%$   二 @ アぷ *q,$ 。 も Xp しワニ ，， ゼダ ，， ",@" 叢 

B PR( 業珪改番 ) 
  

    
安全・モ ノ 解消・性能 

    
個人情報 保韓法 キプラ 引 ¥, シマーク取得 コ 自動 謂窟 U 、 ピッキンバ               
診療所連携強化 コ 予約 枠 開放 

電子カルテデータ 返信 
、 患者表示 盤 ， 再受機等 : 

診珪 報酬等改定 コ 早期情報収集、 DPC 
各種 モ ダリイティー         

コスト分光、 各種・ ンユ ミュレーション 実施 
機能検査・治療機器 業 潮干画像系ネットワイド ま 

広報・ l R 推進 コ 情報開示・ 組接 新設 
無線 LAN 、 PHS 、 モバイル 撤器 苦色   

セキュリテー ホ ・リシ、 策定 一 """A@lRl0ht @  @ 二 "  "- Ⅰ SlA  。 -  ち ふヰ 。 ドサィ F  ㌔ 澁う、 

の野里 篆 かしテ システム清 BSC カテゴリ一での 理   での の 9i 曳と     

  診療単価増加     
  新規入院希望患者の 増加   経費率の相対的逓減 

  紹介率の向上 。 一 %" ヱ @  , レセプト返戻率、 保留率の縮小   
  満足度向上調査結果向上   未収金管理の 徹底     

て業務プ日七 % の 視点 -1 化の影響 ど 効果， -             ょ 三ゲ ; "' て     
  

        l                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                       
  
      

  

  
      @r 卑 ・ - と の   PeerRevlew 環境の実現 での影響と効果       

  経営マイントの 醸成   
  

    クリニか し パス生成効率向上   
  クリ 二か レインティケータ 生成 (DB 活用 ) 

  
  

  臨床研修教育体制充実 (DB 活用 ) - Ⅰ 一 。 - 一     
7% 一 ト調査 及ひ 

  カンファレンス 充実 

    

現地ヒヤ @ ノク 調査より   ・組織活動力 -"---  ア ノ ブ @  ( こ 機能評価 一一ご AllR は てニヱて lhtsReservedCoDy &PM 一ヱ 取得意欲 宝て ァ一 ㎎ )  - ゲご ht ⑥ "  MAsonuma 一 : 卸 UHW  2005 、 ， 
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雷子カルテトピックス ; l も リ ⅠⅠ 
( 島根県立中央病院の 5 年間の軌跡を 踏まえて     厚生科研での 事例研究 ) 
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"PeerlReview( 前向き監査・ 言職変革 バ 
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。 壁笘 " 。 " 笠 。 二化 ""'""""" 笘宜 """ 旦二 。 " 。 "" 立 "" 。 宝 ""' 、 

R 旧 hts ReservedCopW 旧 ht ⑥Ⅱ   AsonumaolUHW 2005 
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電子カルテトビック ス : 事例研究② 
( 島根県立中央病院の 5 年間の軌跡を 踏まえて : 厚生科研での 事例研究 )       

収入データ 経 X-%       
  

            
    

?00 ト一 ; 二ニ 、 二 % り --@ 一 ㍉一一 し   --   一て コ 目 一一 1 
  

    
                憶 ; ンど二 

  
      

Ⅶ。 @ 一一一   - 一   一Ⅰ 丁 導入前増収率・ 28, 7%     
- 、 導入前増収 軒 ・ 2 9, 6 億円 

    
平成 l0 を臣下侍 ll を ま 下位 l2 年ま 干な @ を は 平ぬ @ を皮下硅は年度             @ Ⅹ ‥ -600 ㌔ L--_ f&iW0 一 を 唾モほ ll -,- 年度 干 6lz$9 干畦 i35 度 干ぬ l4 を 巨干 9ls$e   
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  電子カルテトビック ス : 事例研究② 
( 島根県立中央病院の 5 年間の軌跡を 踏まえて     厚生科研での 事例研究 ) 

入院診療行為 別 収入 

口 検査白画 倖 診断   ロコリ @ 卜 ピリ 

Ⅰ手術     曲 入院 料     
口 処置 @   

口 注射 

9% 日没 糞 7 l 口金車 掠杢俺 

      

外来・入院共に 行為別の収入構成否 診硅 6 
分析協力 : ( 株 ) 医療福祉桂宮審査 捷構 

が、 他の医 俺 機関 ; 外来診疾行為 別 収入 

日 精神科   
( 塊村 一ゾ接照 ) に 出 き 

  
Ⅰ手術口辺 仮 Ⅰ注射     9 ㌔   

'""'"'" ぷ ・ 一 蘇り " 「 "".""         "";       
All@Ri   hts@Reserved ， Copy Ⅰ     ght@@M ． AsonumaolUHW@2005@@@ 

              
エ ゲル化された 病院における 経済効果目標設定 帝 甘 ① 

モ 「覚来一患者当たり チル化された 病院の収益 診療費は 8.000 円 @ 院外処方を基本とする ) で、 入院 一 患者当たりは       
40,000 円 ( 急性期入院加算所得法比する。 従って年間の 医業収入は ((],200 人 x8,00oE 

円 X25 日 )+(415 人 x40 ， 000 円 x30 日Ⅱ Xl2 ケ月 Ⅰ 88 億 5600 万円     
 
 

" ぬは " 
改善への間接的影響度 

計算式 (9@ は、 低めの設定 ) 予 想金額 ( 年間 ) 

ぬ P 
5 9. 7 6 億円 X  3% 1 . 7 9 億円 
年間外来収益           0, 86 俺円 
2 8 . 8 CM 億円 x  3% 

            目白                         
x@@Sx  5  0% 

150 ， 点 、 X815 人 X50%X25 回 7 月 Xl2 
*F      s    生での @    メタル         宜   " ナい 

年間医業収益 X 1%  ( 収益構造変革 力 ) 

8 8. 5 6 億円 X  1 % 

 
 

円
 

円
 億

憶
 

9
 

8
 

 
 

8
 

0
 

0
 

    

小 計 ① 3. 7 2 億円 
  @ - @ 一 -   - @ @     @ @" -   " 一一 @ 一 一一 -" -   " @ -"@   @   一 -   @ "@- ‥   

All Rlghts Reserved.CoDy 「 ight ⑤ MAsonunlaQlUHW 2005 
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モデル       さ   た     におけ               巨 設定 侍 Ⅱ② 

A Ⅱ RigMs Reserved.Copyrlg Ⅱ @ ⑥ M.AsonumaQluHW2005 
ク奇 

モデル における さ た ' 一 。 ' せ @ u ② 

以上の経済的効果の 試算から，・ ，、 

電子カルテシステム 導入で期待できる 増収効果として 

年間 3. 72 億円 ( 小計① ) となる     

なおこの増収には 診療機能変更 ( 例えば、 透析の増強，外来化学操法の 増強、 お産の増加、 
リ プロの実施、 放射線治療の 拡大等々の直接的増収 は 見込んでいない ) 

また経費面での 削減効果に関しては ", 

人件費や事務経費で 年間 1, 38 億円 ( 小計③ ) 

合計で 2. 39 億円となると 予想される   

従って、 年間における 経済効果は 3. 72 億円と 2. 3 

A Ⅱ R ㎏ htsReserved.Copyl ㎏ ht ⑥ M.AsonumaQlUHW2005 
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電子カルテシステム 普及のための 方策 

l   " p 上 

Ⅰ医療の生業に、 必須の道具であ るという認識の 定着               
だ曲ヱ笘睦且 ":. ㌫ ，こ ㌔ 互鮭糊印にヱブ 曲牒 お生出 @ 在五方 鞭労撰 @ 曲盤 とぎ切ヱ ，モ ㌍。 目簗邑 ㍑ む理な 

2 口上 
■収益増強・ 経費削                                             の追及 

  

 
 

 
 

 
 ら
 

 
  
 

 
 古
ル
 

 
 

日
 

卜
ト
ア
 

田
切
 

曲
 
ノ
 

 
 印

 
  

4 D 上   

Ⅰインセンティ ヲ ・政策 誘導・導入効果の 実感 & 体感喜 
  

                                                                                                                                                            巳ヶヶ な @ こ 二二二 @ ニ : ごで 五亡イこ亡 : で @ 勒 @ に目 ち @ ニ %,T: 五 %@ 二 ．． ご @ 巳 : ツと @ ヱ てに二二コニー T 臣 : ニ - 二 @:@ と :   ニ 

AHR 時 ghtsReserved.CoDyr Ⅱ ght ⑥ M.AsonumaQlUHW20053l 

雷子カルテシステム 昔及 のための方策 

l   " D 上 
Ⅰ医療の生業に、 必須の道具であ るという認識の 定着 

。 " 。 ":" 湊 ""' 。 ""   ニ "" 。 " ㌔ ""'"" 一 " Ⅱ 迂 """"":" 亡 """ ぢ " 一 。 " ゴ :, T""""""       一   
医療の果たすべき 役割の再認識・ 再構築 

医療のバターナリスム 重視から患者コース 重視 
病院・医師の 視点の医療から 患者視点の医療への 価値観転換 

All Rights Reserved ・ CopyriflhtiQ M ・ Asoniima@IUHW 2005 
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電子カルテシステム 普 及のための方策   

Ⅱ 上 
■収益増強・ 経費削減・導入 & 運用コスト削減の 追及 

患者一人当 7 口 ユ ， 錘 且且 ( モデ ) レ ケース ) 

旦 四円 ( 調査病院平均 ) 
コストダウンの 

悔 僚機関側の努力 ョ ttow 駿 Ⅲ 群は毛ふ監藍 ") 
ヰ億臆お下 ⅠのⅡⅠ的 后用   
"""" 。 。 主 " 竹村庄 
ヰ コストダウン 俺 億の車屋上 

A Ⅱ 由 ghtsReserved.CoDyrioht ⑥ u.Asonuma の @HW2005 れ 

電子カルテシステム 昔及 のための方策 

3  Ⅰ 

Ⅰ非日常的からの 脱却・ 
違和感の解消・ 視認性の向上 

            
アンケートから 見る・ での甘 ●診 の 

①レスポンスが 近くイライラする ( 情 れると余計に ) ・ 診臆荻 電子管理加算という 考え方 

②オーダ 在別 毎に操作が一定でない 
・担保命 は 、 初期導入経費金Ⅰ 

・操作アイコンの 位置が相在したり ，用語不 俺一 
日々の運用経費 分 ? 
患者数当たり 貫 追分Ⅰ 

③多くの人力を 強卸される ( 今までは 寺申 せず ) 
・オーダ条件・ 保 検せ 択 ・・ ， 等々 

・導入促進 丁集 継続 ( 導入率 50% 。 ) 
④自分が必要のないは 坤 まで画面に済 下 コ 明らかに効果あ り ! 

⑤ 画 條を扱うと一画面では 不十分・足りない 
  宙枯 細 め モニタが 臥 しい ( 呼吸器・角形 等 ) 

●導入効果の 可視化 ( 本研究班 ) 
・目標管理手法の 逼 叩 開発 

⑥ 韓末 が足りない (PC. PR, 等々 ) ・効果の数値化、 可視化 

AllR 抽 htsReserved.Cop 叩 ght ⑥ M.Asonuma8 Ⅳ HW200534 

Ⅰ 7 



                子 カルテシステム 導入推進 策 
厚生 労何省 資料及び JAH l S 発表 實 村ょ り 作成 主 年 度 １ な事業 名 l 事業規模 l 対象施設 

H13 年度補正事業 ・電子カルテシステム 等の 
(m14 年度実施 分 ) 

260 億円 107 施設 
導入促進事業 26 億円 11 施設 

・特定機能病院等の 情報化 推 
@ 進 施設整備事業 

H14 年度補正事業   電子カルテシステム 導入施 
(Hl5 年度実施 分 ) 設 整備事業 

  特定機能病院等の 情報化推 
進事業 
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H14 年度事業 

  
(Hl5 年度実施 分 ) 

3 地域   
Hl5 年度事業 ・地域連携のための 電子力 め 5,3 億円 7 地域 

テ導入補助事業 

H16 年度事業 l. 地域診療情報連携推進事業 l 2.0 億円 @  2 地域 

A Ⅱ Ri 臼 lhtsReserved.Copyrlgh 旧川 AsonumaQlUHW2005,5   

l 電子 加 レデンステムの 導入契機 8 時期 ( 公的支援の効果 大 )   

l 導入の直接の 契機 @  病院数 l 割合 ト 

  
A Ⅱ R ㎏ h@sReserved.Cop 好け ht ⑥ M.Asonuma 卸 UHW2005,6 
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  モ   カルーシステム                       J   実   は 百を達 したか ? 

高 其の医ねを提供し 
患者 清足 度を高め 

60 市 暁 複数日 き   
田 ほほ達成した 

l 口ほとんど達成していない 

A Ⅱ R 晦 thtsReserved,Copyr 仙 htGM.Asonuma@ 引 DHW2005 ㌫ 

電子カルテシステム 導入の影響 ( ヵルテ の 言己黄号 8 チーム 医趙 
カルテの記載 且 (S&O) は ? カルテの 品輯号 (A&P) は ? 
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      医師以覚の構 種 の 記韓は ? 

  
医師以覚のアクセスは ? 
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